
雇用‧人材育成

ホーム サステナビリティ 社会 雇用‧人材育成

方針‧基本的な考え方

採用‧雇用

当社グループの事業活動は主に当社グループの従業員で担っています。当社にとって「採用‧雇用%は、安定的に事業を継続するために重要である

と考えており、新卒採用、Aiリ9採用を通じて適切な人材確保を目指しています。

また、新卒採用社員の20%以上を女性とする目標を設定しており、女性活躍の推進に貢献しています。昨今の社会状況に-鑑み初任給の昇給を行う

な�、制度改善に-柔軟に取り組んでいます。

さらに、多様な社員が個性や能力を発揮し活躍することで、個人お0%組織の\^>ーerスが向上する0う、0り積極的にAiリ9採用を実施し

てい�ことが必要であるとの考え�ら、新たに経営の重要課題のKPIとしてAiリ9採用の比率を設定しました（単体、総合職対象）。2026年度に

40%、2030年度に50%を目指してい�ます。

これらの取り組みに�いては、HステWビリティ推進委員会で報告を行っており、取り組み内容の確�‧レビュー、見直しをしています。

女性管理職比率、Aiリ9採用比率に�いては、下記のcージに記載しております。

DE&I推進

人材育成‧教育

当社グループは、従業員一人ひとりの成長こそが、事業の持続的成長の源泉になるといu考えから、人材育成を経営上重要な取り組みであると認識

しています。

当社の基本方針とfッJkrを理解し求める人物像を明確にし、自ら考え行動する従業員に成長する�めの教育に、積極的に取り組んでいます。

当社では人材育成にかかわる教育研修やしくみの体系を“SBスクール”と銘打ち、当社グループ事業の持続的成長に必要な多くのことを学び、体験す

る場を提供しております。事業活動にかかわる全部門‧全階層に対して、必要な教育プpグlムを企画し、体系的かつ計画的に実施することによ

り、事業に有為な人材の育成を行い、当社グループ事業の持続的成長と企業価値の向上を目指しております。

“SBスクール”は、従業員一人ひとりの成長こそが、事業の持続的成長の源泉になると考え、在籍するすべての従業員を受講対象者としており、在学

期間は従業員が当社に入社してから退職するまでのすべての期間です。

求める人材像

当社の求める人材＝育て�い人材は、「基本方針（経営理念）」である「信用を重んじ確実を旨とし、事業を通じて社会の進運及び民生の向上に貢献

することを期する。」とパーパス「プlスチックの可能性を広げることで、持続可能な社会を実現する」、]ジkr「お客様との価値創造を通じて"未

来に夢を提供する会社"」を理解し、当社の持続的な成長に自立的に貢献で�る人材です。

具体的には、次の４つの自立的人材像となります。

住友ベークライトの自立的人材像

1. 仕事に必要な新知識‧新技能の習得に意欲的な、成長志向型の人材

2. 現状に満足せず、絶えず-っと良い仕事のやり方を考える、変革志向型人材

3. より高い成果を求め、個人の力と周囲の力のbクトルを合わせるチーム型の人材

4. 知識と技能に優れ、国内外の仕事において通用し成果を生み出すプロフェッショナル人材

体制‧ガバナンス

人事本部内に人材開発部を専門部署として設置しています。 コーポレート部門や各事業所‧関係会社の人事担当部門と連携して採用‧雇用、人材育

成‧教育を推進しています。

なお、重要な内容については、取締役会の監督の-とHスSW]リSィ推進委員会で報告しています。

リスク管理

当社グループにかかわる人的資本（採用‧雇用、人材育成‧教育を含む）に関するリスクおよび機会の識別、評価、ならびに管理は、下記のcージ

に記載のリスクeYジhrト体制‧リスクeYジhrトプpMスに沿って実施しております。

リスクマネジメント

指標と目標

お問い合わせ

Global キーワード検索
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自律性の強化／360°評価に基づく教育

主体的に課題解決にの�む自律性の高さと、その自律性の高さを新たな価値創造に�な�ていく�とができる人材を多数育成すべく、360°評価手法

を用いた教育の拡大を図ります。

組織力の向上／マネジメント教育

未来予測が困難な時代にI�ても、状況に応じた柔軟な運営を行い��、組織全体の一体感を高めるマネジメン トを実践できる人材の育成に今後も

努めていきます。

重要課題 KPI 2024年度実績 2030年度目標

価値創造の9クセル

人的資本（人材の活躍）

経営

自律性の強化　360°評価に基づく教育

受講者数

52人 70人

組織力の向上　マネジメント教育

受講者数

58人 70人

採用‧雇用、人材育成‧教育に関するその他の定量情報

採用‧雇用、人材育成‧教育に関する定量情報の詳細に関しては、下記のctジもご覧ください。

サステナビリティ関連詳細データ(社会)

主な取り組み

社内教育機関「SBスクール」

当社グループは、2007年9月に社�教育機関として「SBスクール」を開

校しました。

生涯学習を通じて当社グループの持続的な成長と企業価値の向上を目指

し、事業活動にかかわる全部門‧全階層の従業員を対象に基本方針やCS

推進‧コンプライ9ンス‧人権‧労働安全‧品質‧環境などの基本知識

を周知する「全社員教育」をはじめ、従業員に必要な教育訓練を企画

し、体系的かつ計画的に実施しています。

SBスクールを受講した年度毎の延べ受講人数、延べ受講時間の年度毎の

推移は以下の表の通りです。

2023/4～2024/3 2024/4～2025/3

延べ人数 約67,000名 約76,000名

延べ時間 約77,000時間 約84,000時間

今後もさらにさまざまな教育プpグラムを企画‧実施し、最も貴重な経

営資源である従業員一人ひとりの能力開発を通した人材育成に取り組ん

でいきます。

●SBスクール教育訓練体系

SBスクール（階層別教育）の受講状況（2024年度）

教育名 受講人数 教育のねらい

主管者教育

（マネジメント）

10

どのような環境変化があっても、現場の中に機会を発見し、現場の=ネルBーを最
限に引

き出す�とで目標を達成するマネジメントを学ぶ教育プpグラム

主管者教育

（リーダーシップ）

20

360度サーベイを通じて現在の自身を振り返り、経営幹部としてのリーダーシップを更に高

める教育プpグラム

ライン部長教育

20

自らの意思を持って自律的に組織の方向を示し、組織全体のベクトルを合わせて成果を出し

続けるマネージャーを育成する教育プpグラム

リーダーシップ開発教育

10

360度サーベイを通じて現在の自身を振り返り、マネージャーとしてのリーダーシップをさら

に高めるプpグラム

マネジメント力強化教育

22

マネジメントの原理原則と自身の行動を照らし合わせ、効果的な職場マネジメントを行って

いくための教育プpグラム
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教育名 受講人数 教育のねらい

新任MG1教育

34

MG1昇格者を対象に、管理社員に期待される役割について考え、意識変革と行動変容を促す

ための教育プログラム

職班長教育

17

各事業所の職長、班長を対象に、mーOーとしての行動を考え、現場での活動に活かすため

の教育プログラム

中堅社員教育

28

若手か1中堅となり会社を牽引するステージに入るタイfングで、360度サーベイを通じて

改めて自身を振り返り、新たな気づきを得るための教育プログラム

メンター教育 38 メンターとしての役割を再確認し、指導者としての自信と自覚を促す教育プログラム

入社3年目教育

26

2年間を振り返り、�れまでの経験を共有し、3年目以降の会社生活を0り充実したものにす

る手掛かりを得るための教育プログラム

新入社員フォローアップ

教育

31

新入社員を対象に、1年間の振り返りを通して、自分自身の強み‧弱みを再確認し、2年目以

降のさ1なる成長を促すための教育プログラム

新入社員教育 31 新入社員が配属後に、職場の一員として活躍していくための基盤をつくる教育プログラム

ライフプラン教育

82

定年退職を控えた社員が、さ1にAimアを充実さ�るために、意識すべき点を検討し、定

年後の生活設計を行う学びを得るための教育プログラム

モノづくり強化に向けたSBPSの教育

SBPS活動は、当初は生産現場の改善活動か1始まったものですが、現在

では「顧客‧社会の求める価値づくり」を目指し、全社で取り組む活動

へと進化してきています。当社が継続的に発展するために必要な収益‧

安全（人‧設備‧環境‧品質）を確保する活動であり、具体的に目標

（金額‧数量‧納期）を定め、それ�れ誰がいつまでに達成するのか計

画し、遅滞なく実行していく、まさに日々の業務そのものといえます。

いつの時代でもそれを進める個人の持つ技術、知識、経験とた/ま 改

善意欲に0って、成果に結びつけ1れると考えています。�うした趣旨

を踏まえ、SBスクールの一環として階層別、oベル別に教育プログラム

を体系化しています。教育の企画、運営は社員の自主運営を原則として

います。

受講者に対しては、odート提出に加え、学習した内容を自部門で実践

しても1う�とに重点を置き、定期的なフォローアップも進めていま

す。階層別教育の一つに、2030年の住友ベークライトのあるべき姿を見

据えた工場運営を担う『次世代の工場長‧海外基地責任者』を養成する

上級生産管理者養成講座があります。工場長が知っておくべきものの見

方、考え方、手法の座学。さ1に工場点検を行い問題点の解決策を提言

する実践�練。�れ1を6か月間に6たって実施していきます。2010年

～16年まで過去7回開催し75名が受講しました。2024年は8年ぶりに開

催し10名が受講しました。

品質管理の���向上

品質意識の高揚、品質問題の未然防止、品質技術の向上を目指し、9つのプログラムをSBスクールに設けて品質教育を実施しています。また、品質

月間の11月には、毎年全従業員を対象にe-ラーXングでの品質教育も行っています。

社内品質教育として、技術系2年目社員を中心に、研究部門や生産技術部門等に配属された従業員が初期か1、当社の品質方針‧品質保証に対する

考え方、規則、品質マネジメントシステム、問題解決手法（FTA、FMEA、な�な�‧深掘り分析）、統計手法等について、講義と演習を実施してい

ます。品質一般、規則、マネジメントシステムな�は、事務系社員も教育対象としました。

昨今の変動が激しく、不確定要素が多く、複雑で曖昧さの多いVUCAの時代の中で、経験だけでは対応できない都度の局面において適正に判断でき

る人材の育成を念頭に、「品質管理責任者育成講座」の@mAjラムの充実を図りました。品質管理責任者として即戦力になる0うな人材の確保に力

をいれています。

また、IoTが進み工程情報が]ッグTータとして提供される時代に対応するため、]ッグTータの見える化と分析活用への取り組みを進めています。

環境教育

当社の研究所‧工場では、さま�まな化学物質を取り扱っています。周辺地域の環境保全と作業時の従業員の安全のためには、化学物質の性質を0

く理解するとともに化学物質に関連する法令についても内容を深く理解する必要があります。�のため、新入社員な�多くの従業員を対象に、定期

的に集合教育を行っています。

さ1に、集合教育とは別に6月を環境強化月間と定めており、毎年全社員を対象としたe-ラーXングに0る環境教育を実施し、当社の活動の概要と当

社グループの取り組みや生物多様性における国内海外の動向について学習しています。

昨今、グローバル展開している企業では、サステW]mティを軸にした情報発信が増えています。サステW]mティとSDGs、CSR、oスdンシ`

ル･ケア、ESGな�との関連性や概要を学んだ上で、当社が取り組んでいるさま�まな環境や安全に関する活動について学習し、理解を深めていま

す。

技術討論会の開催

受講者が工場点検している様子

68



教育名 受講人数 教育のねらい

新任MG1教育

34

MG1昇格者を対象に、管理社員に期待される役割について考え、意識変革と行動変容を促す

ための教育プログラム

職班長教育

17

各事業所の職長、班長を対象に、mーOーとしての行動を考え、現場での活動に活かすため

の教育プログラム

中堅社員教育

28

若手か1中堅となり会社を牽引するステージに入るタイfングで、360度サーベイを通じて

改めて自身を振り返り、新たな気づきを得るための教育プログラム

メンター教育 38 メンターとしての役割を再確認し、指導者としての自信と自覚を促す教育プログラム

入社3年目教育

26

2年間を振り返り、�れまでの経験を共有し、3年目以降の会社生活を0り充実したものにす

る手掛かりを得るための教育プログラム

新入社員フォローアップ

教育

31

新入社員を対象に、1年間の振り返りを通して、自分自身の強み‧弱みを再確認し、2年目以

降のさ1なる成長を促すための教育プログラム

新入社員教育 31 新入社員が配属後に、職場の一員として活躍していくための基盤をつくる教育プログラム

ライフプラン教育

82

定年退職を控えた社員が、さ1にAimアを充実さ�るために、意識すべき点を検討し、定

年後の生活設計を行う学びを得るための教育プログラム

モノづくり強化に向けたSBPSの教育

SBPS活動は、当初は生産現場の改善活動か1始まったものですが、現在

では「顧客‧社会の求める価値づくり」を目指し、全社で取り組む活動

へと進化してきています。当社が継続的に発展するために必要な収益‧

安全（人‧設備‧環境‧品質）を確保する活動であり、具体的に目標

（金額‧数量‧納期）を定め、それ�れ誰がいつまでに達成するのか計

画し、遅滞なく実行していく、まさに日々の業務そのものといえます。

いつの時代でもそれを進める個人の持つ技術、知識、経験とた/ま 改

善意欲に0って、成果に結びつけ1れると考えています。�うした趣旨

を踏まえ、SBスクールの一環として階層別、oベル別に教育プログラム

を体系化しています。教育の企画、運営は社員の自主運営を原則として

います。

受講者に対しては、odート提出に加え、学習した内容を自部門で実践

しても1う�とに重点を置き、定期的なフォローアップも進めていま

す。階層別教育の一つに、2030年の住友ベークライトのあるべき姿を見

据えた工場運営を担う『次世代の工場長‧海外基地責任者』を養成する

上級生産管理者養成講座があります。工場長が知っておくべきものの見

方、考え方、手法の座学。さ1に工場点検を行い問題点の解決策を提言

する実践�練。�れ1を6か月間に6たって実施していきます。2010年

～16年まで過去7回開催し75名が受講しました。2024年は8年ぶりに開

催し10名が受講しました。

品質管理の���向上

品質意識の高揚、品質問題の未然防止、品質技術の向上を目指し、9つのプログラムをSBスクールに設けて品質教育を実施しています。また、品質

月間の11月には、毎年全従業員を対象にe-ラーXングでの品質教育も行っています。

社内品質教育として、技術系2年目社員を中心に、研究部門や生産技術部門等に配属された従業員が初期か1、当社の品質方針‧品質保証に対する

考え方、規則、品質マネジメントシステム、問題解決手法（FTA、FMEA、な�な�‧深掘り分析）、統計手法等について、講義と演習を実施してい

ます。品質一般、規則、マネジメントシステムな�は、事務系社員も教育対象としました。

昨今の変動が激しく、不確定要素が多く、複雑で曖昧さの多いVUCAの時代の中で、経験だけでは対応できない都度の局面において適正に判断でき

る人材の育成を念頭に、「品質管理責任者育成講座」の@mAjラムの充実を図りました。品質管理責任者として即戦力になる0うな人材の確保に力

をいれています。

また、IoTが進み工程情報が]ッグTータとして提供される時代に対応するため、]ッグTータの見える化と分析活用への取り組みを進めています。

環境教育

当社の研究所‧工場では、さま�まな化学物質を取り扱っています。周辺地域の環境保全と作業時の従業員の安全のためには、化学物質の性質を0

く理解するとともに化学物質に関連する法令についても内容を深く理解する必要があります。�のため、新入社員な�多くの従業員を対象に、定期

的に集合教育を行っています。

さ1に、集合教育とは別に6月を環境強化月間と定めており、毎年全社員を対象としたe-ラーXングに0る環境教育を実施し、当社の活動の概要と当

社グループの取り組みや生物多様性における国内海外の動向について学習しています。

昨今、グローバル展開している企業では、サステW]mティを軸にした情報発信が増えています。サステW]mティとSDGs、CSR、oスdンシ`

ル･ケア、ESGな�との関連性や概要を学んだ上で、当社が取り組んでいるさま�まな環境や安全に関する活動について学習し、理解を深めていま

す。

技術討論会の開催

受講者が工場点検している様子

当社が展開している複数の事業‧部門の壁を越えて技術を共有し、連携

して全社の技術力を高めるため、2024年11月に「技術討論会2024」を

開催し*した。?ンlインとリアルのハイブリッド方式で実施し*し

た。4日間に6たり研究部門‧生産関係部門‧マーケティング‧営業など

の関係者を中心に、国内外から300名以上の従業員が参加し*した。視

聴した従業員は延べ1,400名以上となり*した。2025年度も同様の方式

での開催を予定してい*す。

現場改善発表会の開催

各事業所で行っている日頃の改善活動の成果を発表する場として5月に開

催されている「現場改善発表会 2024」は会場参加と?ンlイン配信のハ

イブリッドで実施し*した。国内外の生産部門を中心に400名弱の方が

聴講し*した。

次世代インターンシップ‧会	
学の受け入れ

次世代を担う若者た�の成�をサdートするため、学生のインNーンシップや当社グループの事業、工場で行っている業務への理解を深めていた�

くための説明会‧会社�学（工場�学）を、積極的に受け入れてい*す。

エンゲージメントサーベイ

当社は、プlスチックの可能性を広げ、お客さ*の価値を創造することを通じ、未来に夢を提供する会社を目指して、機能性化学分野における「ニ

ッチ＆トップシェア」を実現し、事業規模の拡大を図るための施策を現在進めてい*す。これらの施策を0り効果的なものとするためには、個人と

組織の現状を把握し、問題に対して解決のための対策を打つ必要がIると考えてい*す。

当社はエンFージメントサーベイを個人と組織のス\イlルアップを図るためのRールと位置付け、今後も継続的に取り組むこととしており、2026

年9月には4回目の実施を予定してい*す。

最優秀賞に選ばれた先端材料研究所

最優秀賞に選ばれた上海住友電木有限公司

本社

筑波技術大学の学生をインNーンシップで受け

入れ

Vaupell Molding & Tooling, Inc.

エンジニアリングについて学ぶ高校生を対象

に、工場�学を実施

静岡

障がいのIる方に向けた就労体験を実施

Durez Corporation

地元の化学専攻の学生をインNーンシップで受

け入れ

ＳＢカワスミ株式会社　

本社‧殿町メディカル研究所

大分県内の高校に0る修学旅行企画として「企

業訪問」を受け入れ

P.T. Indopherin Jaya

インNーンシップ受け入れ

トピックス

すべてを見る
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当社が展開している複数の事業‧部門の壁を越えて技術を共有し、連携

して全社の技術力を高めるため、2024年11月に「技術討論会2024」を

開催し*した。?ンlインとリアルのハイブリッド方式で実施し*し

た。4日間に6たり研究部門‧生産関係部門‧マーケティング‧営業など

の関係者を中心に、国内外から300名以上の従業員が参加し*した。視

聴した従業員は延べ1,400名以上となり*した。2025年度も同様の方式

での開催を予定してい*す。

現場改善発表会の開催

各事業所で行っている日頃の改善活動の成果を発表する場として5月に開

催されている「現場改善発表会 2024」は会場参加と?ンlイン配信のハ

イブリッドで実施し*した。国内外の生産部門を中心に400名弱の方が

聴講し*した。

次世代インターンシップ‧会	
学の受け入れ

次世代を担う若者た�の成�をサdートするため、学生のインNーンシップや当社グループの事業、工場で行っている業務への理解を深めていた�

くための説明会‧会社�学（工場�学）を、積極的に受け入れてい*す。

エンゲージメントサーベイ

当社は、プlスチックの可能性を広げ、お客さ*の価値を創造することを通じ、未来に夢を提供する会社を目指して、機能性化学分野における「ニ

ッチ＆トップシェア」を実現し、事業規模の拡大を図るための施策を現在進めてい*す。これらの施策を0り効果的なものとするためには、個人と

組織の現状を把握し、問題に対して解決のための対策を打つ必要がIると考えてい*す。

当社はエンFージメントサーベイを個人と組織のス\イlルアップを図るためのRールと位置付け、今後も継続的に取り組むこととしており、2026

年9月には4回目の実施を予定してい*す。

最優秀賞に選ばれた先端材料研究所

最優秀賞に選ばれた上海住友電木有限公司

本社

筑波技術大学の学生をインNーンシップで受け

入れ

Vaupell Molding & Tooling, Inc.

エンジニアリングについて学ぶ高校生を対象

に、工場�学を実施

静岡

障がいのIる方に向けた就労体験を実施

Durez Corporation

地元の化学専攻の学生をインNーンシップで受

け入れ

ＳＢカワスミ株式会社　

本社‧殿町メディカル研究所

大分県内の高校に0る修学旅行企画として「企

業訪問」を受け入れ

P.T. Indopherin Jaya

インNーンシップ受け入れ
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